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研究成果の概要（和文）：本研究の３年間にわたり多くの論文を執筆した。また、国内外の学会で実験音韻論・
音声学に関する発表を積極的に行った。実験言語学の入門書を執筆した。平成27年９月には海外研究者を招聘し
て国際学会を開催した。　Yale大学のJason Shaw准教授やUniversity of CanteburyのElizabeth Hume教授との
共同研究をスタートさせた。また、日本語で行なった分析を韓国語に応用する分析も初め、国際基督教大学の
Seunghun Lee准教授やChonnam National UniversityのMira Oh教授との共同研究も始まっている。

研究成果の概要（英文）：During this three years, I have written and published as many as 26 papers; 
I have presented 14 talks, both in and outside of Japan; and I wrote one introductory books. I 
organized an international conference in September 2015. I started an international collaboration 
with Jason Shaw (Yale), Elizabeth Hume (University of Canterbury). I also extended the current 
results to Korean patterns, which led to collaboration with Seunghun Lee (International Christian 
University) and Mira Oh (Chonnam National University).  

研究分野： phonetics
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１．研究開始当初の背景 
 
生成文法理論では、研究者自身の直観
(introspection)に基づいたデータを使って言
語知識に迫る手法が主流であった。しかし、
2000 年代後半から、統語論の分野でも音韻
論の分野でも、心理学で使われる体系的な
実験手法を使う手法が台頭してきていた。
しかし、一言に実験といっても「どのよう
な実験手法が言語知識の解明に最も有効
か」という方法論そのものに関する研究は
音韻論の分野では少なかった。本研究では
申請者の過去の研究を踏まえ、日本語の音
韻現象を題材とした一連の実験を通して、
異なる実験形態が結果に与える影響を研究
し、音韻判断実験に有用な方法論の構築を
目指した。 
。 
２．研究の目的 
 
音韻理論の構築には、ある音韻現象が起こ
るかどうかを研究者自身が直観を用いて判
断するという方法が従来とられてきた。し
かし，海外では wug-test と呼ばれる無意味
語を用いた音韻現象の生産性を実験的に確
かめる手法も台頭しつつあったものの、日
本語の音韻研究においてはそのような音韻
判断実験はきわめて少なかった。だが、直
観ベースの手法のみでは問題があることが
いくつか指摘されていた。具体的には以下
の 3 つの問題点が挙げられる。 
 
1. ある音韻現象が、ある特定の語に当ては
まるだけであり、生産的な音韻現象ではな
い可能性がある。例えば、日本語の動詞活
用に見られる音韻現象が無意味語を使った
実験では確認されないことが指摘されてい
る。しかし、理論家の中には、この実験結
果を考慮に入れずに理論構築するものも多
い。 
 
2. 少ない例で一般化がなされ、話者の言語
全体の知識として一般化されているか不明
確である。例えば擬声語・擬態語における
拗音の分布の分析が、 2 個から 4 個という
非常に少ない例を基にしており、 実際には、
母語話者はそのパターンに従わないことが
指摘されている。 
 
3. 研究者間に個人差があり、文法判断に一
貫性がない場合がある。また研究者が自分
の理論と整合性のあるデータを自ら無意識
的に産出してしまう可能性も指摘されてい
る。これは科学において必要な再現可能性
(replicability)が保証されないという点で問
題である。また、これは言語学全般の問題
でもあるが、研究者 1 名の直観がその言語
の代表的な話者の直観を反映しているとは
言い切れない。 
 

音韻判断実験を使ったアプローチは、これ
らの問題点を克服することにより、理論を
組み立てる土台をより客観的に築くことが
できる。さらにこのような客観的な裏付け
により、言語理論そのものを強固にするこ
とができる。しかし、日本音韻現象に対し
てはこのアプローチは未定着であり、本研
究では日本語の音韻現象を用いて実験音韻
論の方法論を確立することにあった。 
 
３．研究の方法 
 
(1) ３年間で実際に扱った現象は多岐にわた
り、初めの計画通り、「連濁」、「アクセント」、
「促音の無声化」、「音象徴」などに関する音
韻論的実験研究を多く行った。これらの現象
を扱いながら、Lickert scale を用いた場合と、
２択強制選択を用いた場合の比較などを行
った。これらの結果を元に、生成文法の理論
家に対して、「データの質」にもっと目を向
けるべきであるという趣旨の論文を英語・日
本語両言語で執筆した。 
 
(2) また、実験を進めていく過程で「音韻論
知識の解明のためには、日本語の音声の特徴
をより深く理解し、またそのためには数式モ
デルの導入が必要である」との結論に至った。
よって、Electromagnetic Articulography (EMA)
や Electropalatography (EPG)による音声実験
も行うことになった。特に、前者の研究では
現在 Yale 大学の Jason Shaw 准教授と共同研
究で日本語の無声化した母音の調音を計測
し、その調音パターンを離散コサイン変換と
ベイズ推測を用いて音韻分析を行った。結果
として、日本語の母音の無声化は、範疇的か
つ確率的に(categorical and probabilistic)に起
こることが確認された。この結果は、音声学
的なアプローチを駆使して、音韻知識に迫る
重要性を示唆している。 
 
(3) 上の実験結果の延長として、人間の行動
様式全般がベイズ推測に影響されていると
の仮説のもと、日本語の母音長を entropy や
surprisal といったシャノンの情報理論
(Information Theory)の道具立てを使って分析
する方法の有効性を示した。 
 
(4) EPG 実験では、促音の調音様式を綿密に
調べ、促音はただ長いだけの子音ではなく、
調音強化が起こっていることを発見し、この
調音強化が音韻パターンに影響を与えてい
る可能性が示唆された。 
 
全体の結論として、もちろん音韻知識の解明
には伝統的な内省に基付いた judgment も必
要であるが、後半の研究で明らかになったよ
うに、近代的科学技術を用いて客観的に人間
の音声行動の観察を行うことで、直感ではわ
からないような言語知識があるということ
が明らかになった。 



 
４．研究成果 
 
本研究の３年間にわたり多くの論文を執筆
した。また、国内外の学会で実験音韻論・音
声学に関する発表を積極的に行った。実験音
韻論の手法に関する講演に参加してくださ
った岩波出版社の編集者の誘いで、実験言語
学の入門書を執筆した（この３点の詳細につ
いては以下のとおり。）さらに、平成 27 年９
月には海外研究者を招聘して国際学会を開
催した。 Yale 大学の Jason Shaw 准教授や
University of Cantebury の Elizabeth Hume 教授
との共同研究をスタートさせた。また、日本
語で行なった分析を韓国語に応用する分析
も初め、国際基督教大学の Seunghun Lee 准教
授や Chonnam National University の Mira Oh
教授との共同研究も始まっている。 
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